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令和３年度第１回県・市町村行政懇談会の開催結果について 

令和４年２月２４日 

新時代・ＳＤＧｓ推進課                                     

  令和３年度第１回県・市町村行政懇談を開催し、新型コロナウイルス対応、学力向上対策等、

県と市町村が連携して取り組んでいくべき施策や課題について、知事と全市町村長がオンライン

による意見交換を行いました。 

１ 日時等  令和４年１月２４日（月） 午後１時から３時まで 

２ 出席者  各市町村長、知事、副知事、教育長、統轄監、関係部局長等 

３ 概 要 

（１） 新型コロナ対策と経済社会の再生について 

在宅療養中の方への支援、学校及び幼稚園・保育施設等の緊急点検を県と市町村で連携して 

行うことや新型コロナと経済社会の両立を図っていくことを確認した。 

（２）学力向上について 

  ・小学校全学年３０人学級（現行３～６年は３５人学級）を来年度より年次的に導入すること

について、全市町村長の合意を得た。 

  ・学力向上推進会議を設置し、県・市町村が協働で学力向上を強力に推進することを確認した。 

（３）島根原発について 

新規制基準適合性審査結果や審査合格を受けての対応状況及び再稼働判断の考え方並びに 

安全協定の改定状況について情報を共有した。 

＜市町村長の主な意見＞   

  ・ＷeLove山陰キャンペーンなど需要喚起型の経済対策は長期的に取り組んでほしい。 

・コロナ禍での米価下落により、農業が大変なダメージを受けている。単なる下落の補填では

なく、来年も作付けをしようという元気の出るような施策が必要である。 

・３０人学級導入には賛同するが、現状の加配職員を維持してほしい。また、特別支援学級や

育休代替職員の確保などに影響が出ないよう、教員数の確保が課題である。 

・教員数の確保に併せ、教員の能力向上も必要であり、教員の働き方改革も含めて、これから

の時代に合った教育者の育成についても全県で検討していく必要がある。 

・日々突発的な児童生徒の状況に適切に対応していくため、特別支援学級等の必要な学習支援

員（補助職員）の配置について協議の場を設けたり、支援をお願いしたい。 

・「とっとり学力・学習状況調査」は、今後も継続して実施してほしい。 

・島根原発再稼働については、安全第一でＵＰＺ内の米子市と境港市の意向を尊重して、判断

してもらいたい。 

＜知事の総括コメント＞   

・感染の波を抑えると同時に経済社会対策を行い、安心して医療サービスや在宅支援を受けら

れるよう県と市町村で連携して取り組んでいきたい。 

・ＷeLove 山陰キャンペーンなど需要喚起型の経済対策、米価下落対策など、臨機応変な経済

社会対策を行っていきたい。 

・３０人学級導入について合意が得られたことから、現体制に影響がないことを前提に進めて

まいりたい。 

・「とっとり学力・学習状況調査」は継続すべきと思う。また、加配教員の確保、Wi-Fi環境整

備、ＩＣＴ教育の充実や校内研修会などについて、教育委員会とよく協議をしていきたい。 

・島根原発再稼働については、安全第一で、米子市と境港市の意向を尊重し、県議会ともよく

協議をして最終とりまとめをしていくことが総意だったと思う。 
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全国知事会等の活動状況について 

令和４年２月２４日 

総 合 統 括 課 

オミクロン株の感染拡大を受け、「新型コロナウイルス緊急対策本部」及び同役員会議を開催し、全国知事会と

して今後の対策にあたり最優先事項とされる課題を踏まえた提言等を取りまとめるとともに、岸田総理や関係大

臣の出席の下、「新型コロナウイルス感染症に関する全国知事会と国との意見交換会」を開催し、オミクロン株に

よる更なる感染拡大を抑え込むための意見交換を行いました。また、平井知事は、「基本的対処方針分科会」及び

「新型コロナウイルス感染症対策分科会」に出席して地方の現状を国に説明し、実効的な対策を求めました。 

このほか、中国地方知事会並びに関西広域連合委員会においても、感染拡大に関連し直面する広域的な課題に

ついて意見交換を行いました。 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策関係 

 （１）全国知事会新型コロナウイルス緊急対策本部 

○役員会議（ＷＥＢ） 

   ・日時等 令和４年１月２１日（金）１７：１５～１７：４５ 

   ・出席者 平井知事、福島県知事、京都府知事、神奈川県知事、高知県知事、福井県知事 

   ・概 要 オミクロン株の特性に応じた基本的対処方針の見直しや、国と地方、専門家等の関係者によ

るワンボイスでの感染拡大防止のための、分かりやすく丁寧な情報発信等を国に求める提言

をとりまとめた。【「オミクロン株の特性を踏まえた感染対策の確立について」（別紙参照）】 

○第３２回本部会議（ＷＥＢ） 

・日時等 令和４年１月２８日（金）１２：００～１６：００ 

・出席者 平井知事ほか各都道府県知事等 

・概 要 各知事より、オミクロン株の特性に応じた基本的対処方針の見直し、検査キットの安定供給、

濃厚接触者の健康観察期間の短縮、ワクチンの交互接種の有効性・安全性の周知等、多くの

意見が出され、国に対策を講じることを求める提言及び国民の皆様へのメッセージを取りま

とめた。【「爆発的感染拡大を抑え「暮らし」・「健康」を守るための緊急提言」、「みんながで

きる対策で「暮らしと健康」を守りましょう！」（別紙参照）】 

   ○第３３回本部会議（ＷＥＢ） 

・日時等 令和４年２月１５日（火）１５：３０～１９：３０ 

・出席者 平井知事ほか各都道府県知事等 

・概 要 各知事より、オミクロン株の特性に応じた基本的対処方針の更なる見直し、検査キットの安

定供給、ワクチンの交互接種の有効性・安全性の周知等、多くの意見が出され、国に対策を

講じることを求める提言及び国民の皆様へのメッセージを取りまとめた。【「全国的な感染拡

大の早期抑制に向けた緊急提言」、「家庭・職場・学校等での感染対策を強化しましょう！」

（別紙参照）】 

 

（２）新型コロナウイルス感染症に関する全国知事会と国との意見交換会 

○岸田総理（ＷＥＢ） 

・日時等 令和４年２月１日（火）１６：１５～１６：３０ 

・出席者 平井知事、福島県知事、京都府知事、神奈川県知事、高知県知事、福井県知事 

    ・概 要 オミクロン株の特性を踏まえた感染対策の見直し、臨時医療施設や自宅療養体制の構築、ワ

クチン追加接種の安全性・有効性に関する広報等について要請した。 

○関係大臣（ＷＥＢ） 

   ・日時等 ・令和４年２月 ３日（木）１８：００～１８：３０ 後藤厚労大臣 

         ・令和４年２月 ７日（月）１７：４０～１８：００ 山際コロナ担当大臣 

         ・令和４年２月１７日（木）１８：００～１８：２０ 金子総務大臣 

   ・出席者 平井知事、福島県知事ほか 

   ・概 要 全国知事会新型コロナウイルス緊急対策本部の提言に基づく要請を行った。 
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（３）政府分科会への出席 

○基本的対処方針分科会 

・日時及び概要 

日時 概要 

R4.1.19（水）   7:30～ 9:30 東京都など1都 12県へのまん延防止等重点措置の適用 

R4.1.25（火） 10:30～12:30 大阪府など18道府県へのまん延防止等重点措置の適用 

沖縄県など3県への同重点措置の適用延長 

R4.2. 3（木）  ＜書面開催＞ 和歌山県へのまん延防止等重点措置の適用 

R4.2.10（木）  9:00～11:00 高知県へのまん延防止等重点措置の適用 

1都12県への同重点措置の適用延長 

R4.2.18（金） 10:30～12:30 まん延防止等重点措置の延長並びに解除  

・出席者 尾身会長ほか学識経験者、山際コロナ担当大臣、後藤厚労大臣、平井全国知事会長等 

 

○新型コロナウイルス感染症対策分科会 

・日時等 令和４年２月４日（金） １５：００～１７：００ 

・出席者 尾身会長ほか学識経験者、山際コロナ担当大臣、後藤厚労大臣、平井知事等 

・内 容 オミクロン株の特徴を踏まえた感染対策の見直しとして、クラスターが多く発生している学校、

保育所、高齢者施設、事業所における感染対策のあり方について検討を行った。 

      

（４）その他の連携した動き  

     ○中国地方知事会  

①新型コロナウイルス感染症対策本部会議（ＷＥＢ） 

・日 時 令和４年１月３０日（日）１１：００～１１：３０ 

    ・出席者 平井知事、島根県知事、岡山県知事、広島県知事、山口県知事 計５県知事 

     ・内 容 中国５県での感染拡大及びまん延防止等重点措置の適応地域の拡大を受け、各県の現状と

対応状況について意見交換を行い、県民へのメッセージの発信を行った。【中国地方知事

会メッセージ ～大切な命と健康を守るために～（別紙参照）】 

 

      ○関西広域連合委員会 

①第１３８回関西広域連合委員会（ＷＥＢ）  

・日 時 令和４年１月２７日（木） １５：３０～１７：４０ 

・出席者 仁坂広域連合長、西脇副広域連合長、三日月委員、吉村委員、齋藤委員、平井委員、 

飯泉委員、永藤委員、久元委員、村井副委員（奈良県）、鈴木副委員（京都市）、 

山本副委員（大阪市） 

      ・内 容  新型コロナウイルス感染症への各構成府県市の対応状況等について情報共有を行うととも

に、府県市民向けメッセージを発出した。【関西・第６波感染対策徹底宣言（別紙参照）】 

           

２ その他全国知事会と関係団体との連携関係 

○経済団体との意見交換会（ＷＥＢ） 

・全国商工会連合会（令和４年２月７日：森義久会長他 3名）、全国中小企業団体中央会（令和４年２

月９日：森洋会長他１名）、日本経済団体連合会（令和４年２月１０日：十倉雅和会長他７名）と意

見交換を行った。 

   ○日本医師会との意見交換会（ＷＥＢ） 

    ・令和４年１月２０日に中川会長他4名と意見交換を行った。  

    ○ＪＲ西日本への地方ローカル路線の維持・存続に関する要望（ＷＥＢ） 

・令和３年１０月のダイヤ改正や本年春に実施予定のダイヤ改正、地方支社機能の集約検討開始等の動

きを踏まえ、中国地方知事会（令和４年 1月２５日）、関西広域連合（令和４年２月７日）として、Ｊ

Ｒ西日本本社に対し要望を行った。【要望書（別紙参照）】 
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オミクロン株の特性を踏まえた感染対策の確立について 

 新型コロナウイルス感染症については、従来株と比べて感染力が高い

「オミクロン株」による感染が急速に広がり、全国各地で過去最多の新

規感染者が確認されるなど、多くの地域で保健・医療体制が危機的な状

況に陥りつつある。 

 こうした中、全国知事会では、国の基本的対処方針の下、国民や事業

者の協力を得ながら、まん延防止等重点措置の適用を始め、感染拡大防

止に取り組んできたところである。しかし今般、オミクロン株に対して

は「人流抑制より人数制限」が有効であるとの基本的対処方針と異なる

考え方が報道されたことにより、現場に混乱を来たしている。 

 政府におかれては、国と地方が協働し、感染拡大の防止に総力を挙げ

て取り組んでいくため、以下の項目について早急に対応いただくよう強

く求める。 

 

○ 海外や国内の感染事例、専門家の知見等を活用し、オミクロン株の

詳細な性状を早急に分析し、オミクロン株の特性を踏まえた感染対策

を確立し、基本的対処方針を見直すとともに、早急に実行すること。 

○ 各都道府県の感染状況や生活圏域の違いを踏まえ、感染者の発生状

況等による段階的かつ地域に応じた感染対策について、基本的対処方

針に示すため、地方と迅速に協議の上、早急に策定すること。 

○ 感染拡大防止には、国民の理解の下で感染対策を進める必要がある

ことから、国民が混乱しないよう、国と地方、専門家等の関係者がワ

ンボイスで、分かりやすく丁寧に発信し、協力を求めること。 

令和４年１月２１日 

           全国知事会 新型コロナウイルス緊急対策本部 

             本部長・全国知事会会長 鳥取県知事  平井 伸治 

            本部長代行・副本部長  福島県知事  内堀 雅雄 

            副本部長        京都府知事  西脇 隆俊 

             副本部長        神奈川県知事 黒岩 祐治 

            ワクチンチームリーダー 高知県知事  濵田 省司 

             幹事長         福井県知事  杉本 達治 
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